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『生
と
死
の
深
み
に

名
古
屋
い
の
ち
の
電
話
も
七
月
の
開

局
よ
り
半
年
が
た
ち
ま
し
た
。
現
在
約

一
〇
〇
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
訓
練
を

終
え
、
目
下
研
修
生
と
し
て
、
一
日
十

二
時
間
の
電
話
相
談
の
フ
ロ
ン
ト
に
立

ち
、
利
用
者
の
応
対
に
あ
た
っ
て
い
ま

す
。
一
日
約
二
〇
〇
通
も
か
か
っ
て
く

る
電
話
の
中
、
お
話
で
き
る
の
は
平
均

二
十
五
通
、
八
分
の
一
に
し
か
お
応
え

で
き
な
い
状
況
で
す
。
第
２
期
の
電
話

相
談
員
養
成
が
九
月
に
は
じ
ま
り
、
現

在
四
十
五
名
の
方
が
あ
ら
た
に
訓
練
中

で
す
が
、
二
十
四
時
間
、
電
話
二
台
の

目
標
に
ま
で
は
、
い
ま
し
ば
ら
く
年
月

を
必
要
と
す
る
で
し
ょ
う
。

家
庭
問
題
、
人
生
問
題
、
男
女
関
係

子
供
の
問
題
、
性
の
な
や
み
な
ど
、
相

談
内
容
を
簡
単
に
分
類
す
る
こ
と
は
で

き
ま
す
が
、
そ
の
一
つ
一
つ
に
は
本
人

で
な
け
れ
ば
分
ら
な
い
よ
う
な
深
い
な

や
み
や
思
い
が
こ
め
ら
れ
、
ま
た
、
長

い
人
生
の
経
験
や
因
縁
を
背
景
に
、
今

を
な
や
み
迷
う
方
々
の
相
談
を
う
け
と

め
る
こ
と
は
決
し
て
や
さ
し
い
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
専
門
家
で
は
な
い
素

人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
役
割
を
担

（身
を
お
い

名
古
屋
い
の
ち
の
電
話
訓
練
委
員
長
島

う
相
談
員
が
、
本
当
に
謙
虚
に
利
用
者

の
話
を
き
き
、
相
手
の
立
場
に
立
っ
て

問
題
を
理
解
し
、
し
か
も
適
切
な
対
応

が
で
き
る
た
め
の
訓
練
に
は
、
こ
れ
で

充
分
と
い
え
る
線
は
な
い
の
で
は
な
い

か
と
感
じ
て
い
ま
す
。
電
話
相
談
を
通

し
て
相
談
に
あ
ず
か
る
者
白
身
が
今
ま

で
考
え
た
こ
と
も
な
か
っ
た
問
題
に
触

れ
、
多
様
な
人
生
や
社
会
の
事
象
に
目

を
開
か
れ
、
生
と
死
の
深
み
に
共
に
身

を
お
く
よ
う
な
得
が
た
い
経
験
を
与
え

ら
れ
て
、
は
て
し
な
く
成
長
さ
せ
て
い

た
だ
く
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

忙
し
い
家
事
の
合
間
を
さ
い
て
、
ま

た
一
日
の
職
場
の
勤
務
を
終
え
て
、
自

分
自
身
も
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
や
仕
事
を

か
か
え
つ
つ
、
電
話
の
前
に
す
わ
り
、

約
半
日
を
耳
と
心
を
す
ま
し
て
じ
っ
と

相
手
の
声
に
き
き
い
る
作
業
は
、
本
当

に
汗
の
に
じ
む
ご
苦
労
で
あ
ろ
う
か
と

思
い
ま
す
。
な
か
に
は
、
い
た
ず
ら
や

ひ
や
か
し
や
、
そ
し
て
た
え
ら
れ
な
い

よ
う
な
セ
ッ
ク
ス
の
話
な
ど
、
相
談
員

の
方
が
ひ
ど
く
気
持
が
落
ち
こ
ん
で
し

ま
う
よ
う
な
ケ
ー
ス
も
よ
く
起
こ
り
ま

す
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
形
を
通
し

て
田

麗

子

て
で
も
電
話
で
の
接
触
を
求
め
、
人
と

の
ふ
れ
あ
い
を
必
。
要
と
し
て
い
る
人
々

の
、
も
う
一
つ
奥
に
あ
る
心
の
問
題
や

社
会
の
病
理
を
つ
か
み
、
そ
の
核
心
を

見
す
え
る
目
を
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

方
と
も
ど
も
養
わ
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。

か
ぎ
り
な
く
尊
い
人
間
の
命
と
、
か

け
が
え
の
な
い
人
生
を
そ
れ
ぞ
れ
に
生

き
る
人
々
へ
の
尊
敬
と
思
い
や
り
と
、

そ
の
途
上
に
お
い
て
つ
ま
ず
き
、
苦
し

み
、
な
や
み
、
ま
た
ゆ
が
む
人
々
と
共

に
歩
む
姿
勢
が
、
い
の
ち
の
電
話
の
中

に
ゆ
た
か
に
育
ち
、
お
互
い
の
疲
れ
を

は
げ
ま
し
つ
つ
、
訓
練
が
続
け
ら
れ
る

こ
と
を
祈
ら
ず
に
は
お
れ
ま
せ
ん
。
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い
の
ち
の
電
話
連
盟
全
国
研
修
会

「
聴
く
聞
く
き
く
」
に
参
加
し
て

主

事

中

野

郁

子

秋
も
深
ま
り
つ
つ
あ
る
十
一
月
七
日

か
ら
二
泊
三
日
の
日
程
で
今
年
の
全
国

研
修
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
場
所
は

日
本
三
景
の
ひ
と
つ
松
島
。
テ
ー
マ
は

「
聴
く
聞
く
き
く
」
。
名
古
屋
か
ら
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
九
名
と
主
事
二
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
今
回
の
研
修
会
は
、
か
け

手
よ
り
、
う
け
手
で
あ
る
相
談
員
自
身

に
焦
点
が
あ
て
ら
れ
、
学
習
方
法
も
グ

ル
ー
プ
学
習
が
中
心
で
し
た
。

全
員
が
初
参
加
で
緊
張
し
て
会
場
に

入
る
と
三
百
名
近
い
全
国
か
ら
の
参
加

者
に
出
会
い
ま
し
た
。
開
会
式
の
後
、

問
題
提
起
と
い
う
こ
と
で
シ
ン
ポ
ジ
ュ

ー
ム
が
あ
り
、
四
人
の
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト

に
よ
り
、
「
聴
く
と
い
う
こ
と
は
相
手

の
回
復
力
、
成
長
力
を
引
き
出
す
こ
と

に
あ
る
Ｊ
「
聴
く
こ
と
は
自
分
の
枠
を

持
ち
な
が
ら
相
手
の
枠
の
中
で
き
く
こ

と
で
あ
る
Ｊ
「
聴
く
こ
と
は
相
手
を
自

分
自
身
の
あ
り
方
に
直
面
さ
せ
る
こ
と

で
な
く
て
は
な
ら
な
い
Ｊ
「
相
談
員
に

と
っ
て
最
も
大
切
な
こ
と
は
相
手
に
真

実
に
関
っ
て
い
く
心
で
あ
る
Ｊ
な
ど
の

話
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
八
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
（
一
グ
ル
ー
プ
三
〇

名
前
後
）
グ
ル
ー
プ
学
習
を
進
め
ま
し

た
。
テ
ー
マ
に
そ
っ
て
の
グ
ル
ー
プ
輦
習

は
、
各
々
の
グ
ル
ー
プ
の
り
Ｉ
ダ
ー
・

メ
ン
バ
ー
に
ま
か
さ
れ
て
い
て
、
当
セ

ン
タ
ー
の
参
加
者
も
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル

ー
プ
で
学
習
を
深
め
て
い
き
ま
し
た
。

最
後
の
日
は
、
各
グ
ル
ー
プ
の
発
表
会

が
あ
り
、
各
々
の
学
習
成
米
を
わ
か
ち

あ
っ
て
終
わ
り
ま
し
た
。

以
上
が
大
会
の
あ
ら
ま
し
で
す
が
、

次
に
大
会
に
初
め
て
参
加
し
て
気
づ
い

た
こ
と
や
感
想
を
書
い
て
み
ま
す
。

大
会
に
参
加
し
て
様
々
な
地
方
の
様

々
な
相
談
員
の
方
達
と
話
す
機
会
が
持

て
た
こ
と
は
、
全
国
大
会
な
ら
で
は
の

こ
と
で
、
ま
だ
開
局
直
後
の
当
セ
ン
タ

ー
と
し
て
は
、
本
当
に
有
意
義
な
こ
と

で
し
た
。
ベ
テ
ラ
ン
も
初
心
者
も
あ
る

意
味
で
は
全
く
同
じ
悩
み
を
持
ち
、
不

安
を
抱
え
て
相
談
活
動
に
参
加
し
て
い

ま
す
。
全
国
に
多
く
の
仲
間
が
い
る
こ

と
が
わ
か
っ
て
歩
き
出
し
た
ば
か
り
の

我
々
に
と
っ
て
ど
ん
な
に
心
強
か
っ
た

こ
と
か
。
又
、
「
聴
く
」
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
も
、
様
々
な
ス
タ
イ
ル
は
あ

る
も
の
の
皆
が
、
大
切
に
思
っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
、
改
め
て
自
分
達
も
「
聴

く
」
と
い
う
こ
と
を
含
め
て
相
談
貝
と

ど ＝ ｀

し
て
の
あ
り
方
を
見
直
す
チ
ャ
ン
ス
と

な
り
ま
し
た
。

数
多
く
の
学
び
の
あ
る
大
会
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
残
念
だ
っ
た
こ
と
は
、

グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
が
少
し
多
勢
す
ぎ

て
、
話
が
も
う
ひ
と
つ
深
ま
り
に
く
か

っ
た
こ
と
で
す
。
出
来
れ
ば
、
も
う
少

し
少
人
数
で
、
各
々
の
関
心
小
に
合
わ

せ
た
グ
ル
ー
プ
が
組
め
た
ら
、
さ
ら
に

多
く
の
学
び
が
俳
ら
れ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
し
た
。
又
、
今
回
の
大
会

に
出
席
し
改
め
て
相
談
貝
と
し
て
の
テ

ク
ニ
ッ
ク
で
は
な
く
相
談
員
と
し
て
の

心
を
育
て
て
い
く
研
修
の
難
し
さ
を
訓

練
を
担
当
し
て
い
る
も
の
の
一
人
と
し

て
痴
感
せ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た。以
上
が
大
会
に
出
て
の
感
想
で
す
が
、

様
々
な
思
い
は
あ
る
も
の
の
や
は
り
参

加
し
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
う

い
っ
た
研
修
は
参
加
し
て
そ
の
中
で
自

分
が
ど
う
関
わ
る
か
が
や
は
り
大
切
で

そ
こ
で
学
ぶ
こ
と
が
多
い
と
思
う
か
ら

で
す
。
来
年
は
九
月
に
横
浜
で
行
な
わ

れ
る
予
定
な
の
で
、
又
当
セ
ン
タ
ー
か

ら
も
多
く
の
参
加
者
が
あ
る
こ
と
を
期

什
し
て
い
ま
す
。

以
後
に
今
大
会
の
お
世
話
を
し
て
下

さ
っ
た
仙
台
い
の
ち
の
電
話
の
皆
さ
ん

に
感
謝
し
て
全
国
研
修
会
の
報
告
を
終

わ
り
ま
す
。

Ｚ 〃

て る 歳 ク 三 は を ろ
い 収 末 り 八 年 お で す
ま 人 募 ス 五 間 願 あ で
す に 金 マ 万 収 い り に゜ あ に ス 円 人 中 ま お
て よ ・ を の し す 願

。 ご 一 言 言
づ・，万円・，９にすね上
- ゝ 収 入 あ ゜ て げニ ニ １ 摸 ・ ’ ’ １ た 今 御 た

⑤ る 年 理 と昆 勁 ゛ ” ｀ 度 解 こ

歳 ク
リ
ス
マ

末 ス
募
金
の
お
願
い
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’ 明 年 ’

５月１０日
開催決定

ｊＷ

第
二
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ト

津
田
能
人
オ
ル
ガ
ン
演
奏
会

会
場
・
五
反
城
教
会

第
二
回
名
古
屋
い
の
ち
の
電
話
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ト
を
明
年
五
月

一
〇
日
（
土
）
、
カ
ト
リ
ッ
ク
五
反
城
教

会
を
会
場
に
し
て
開
催
す
る
こ
と
が
十

一
月
十
八
日
の
運
営
委
員
会
で
決
定
さ

れ
ま
し
た
。

今
回
は
京
都
よ
り
津
田
能
人
氏
を
お

招
き
し
て
オ
ル
ガ
ン
演
奏
会
を
企
画
い

た
し
ま
し
た
。
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
名

古
屋
い
の
ち
の
電
話
事
務
局
の
新
事
務

所
移
転
の
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
で
も
あ
り

ま
す
。第

一
回
の
神
野
明
氏
ピ
ア
ノ
演
奏
会

と
同
様
に
き
っ
と

楽
し
い
、
す
ば
ら

し
い
演
奏
会
と
な

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

今
年
末
に
備
準
会

が
発
足
し
ま
す
。

今
か
ら
期
待
し
て

お
作
ち
下
さ
い
。

〈
津
田
能
人
氏
略
歴
）
武
蔵
野
音
楽
大

学
オ
ル
ガ
ン
科
卒
業
。
一
九
七
四
年
よ

り
西
独
政
府
給
費
留
学
生
と
し
て
二
年

間
西
ド
イ
ッ
に
留
学
、
オ
ル
ガ
ン
と
合

唱
指
揮
を
学
ぶ
。
そ
の
間
西
ド
イ
ツ
各

地
で
オ
ル
ガ
ン
ー
リ
サ
イ
タ
ル
を
行
な

う
。
帰
国
後
、
一
九
七
七
年
京
祁
バ
ッ

ハ
合
唱
団
を
設
立
、
オ
ル
ガ
ン
演
奏
、

合
唱
指
揮
の
双
方
で
活
躍
。
現
在
、
同

志
社
高
校
及
び
大
学
神
学
部
で
教
鞭
を

取
ら
れ
る
他
、
同
志
社
教
会
オ
ル
ガ
ニ

ス
ト
、
京
都
バ
ッ
ハ
ー
カ
ン
ト
ラ
イ
指

揮
者
。

、`

事
務
局
移
転
先
が
決
定

来
年
五
月
大
津
橋
み
こ
こ
ろ
セ
ン
タ
ー
四
階
へ

十
月
十
六
日
に
開
催
さ
れ
た
第
二
回

理
事
会
に
お
い
て
、
懸
案
で
あ
っ
た
事

務
局
の
移
転
先
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

新
し
い
事
務
局
は
現
在
大
津
橘
交
差

点
近
く
に
新
築
中
の
「
み
こ
こ
ろ
セ
ン

タ
ー
」
（
中
区
丸
の
内
三
-
六
ｉ
四
三

聖
心
布
教
会
所
有
）
の
四
階
で
す
。

現
在
の
事
務
所
で
あ
る
マ
リ
ア
館
は

昨
年
の
名
古
屋
い
の
ち
の
電
話
設
立
準

備
委
貝
会
発
足
以
来
二
年
間
、
聖
。
憲
病

院
の
御
好
意
に
よ
り
借
川
し
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
当
初
よ
り
聖
霊
病
院
の
改

築
計
画
の
中
で
マ
リ
ア
館
を
取
り
壊
す

ま
で
と
い
う
刈
限
つ
き
で
あ
り
ま
し
た
。

事
務
局
は
長
期
間
借
用
で
き
る
移
転

先
を
探
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
の
五

月
に
運
営
委
員
の
一
人
で
も
あ
る
ピ
ー

タ
ー
・
チ
ョ
ー
ク
氏
よ
り
、
同
氏
が
所

長
を
し
て
い
る
「
み
こ
こ
ろ
セ
ン
タ
ー
」

の
新
築
計
画
の
中
に
い
の
ち
の
電
話
事

務
局
を
受
入
れ
て
も
よ
い
と
の
御
中
し

出
が
あ
り
ま
し
た
。
思
い
が
け
な
い
朗

報
に
事
務
局
、
運
営
委
員
会
一
同
大
喜

び
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
後
小
川
事
務

局
長
と
ピ
ー
タ
ー
・
チ
ョ
ー
ク
氏
と
の

間
で
話
し
合
い
を
積
み
重
ね
、
あ
る
時

は
建
築
事
務
所
の
人
も
含
め
た
技
術
的

話
し
合
い
を
経
た
結
果
、
此
度
の
正
式

決
定
に
い
た
っ
た
も
の
で
す
。

新
事
務
所
へ
の
移
転
は
来
年
の
。
九
月

の
予
定
で
す
。
移
転
に
あ
た
っ
て
は
、

新
し
い
電
話
番
号
の
Ｐ
・
Ｒ
や
電
話
相

談
を
中
断
し
な
い
た
め
に
一
晩
の
中
に

移
昿
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
な
ど

い
く
つ
か
の
雛
し
い
問
題
が
あ
り
ま
す

が
、
長
刈
的
に
安
定
し
た
事
務
所
が
与

え
ら
れ
た
こ
と
は
ま
こ
と
に
喜
び
に
た

え
ま
せ
ん
。
二
年
間
マ
リ
ア
館
を
貸
し

て
下
さ
っ
た
聖
。
ぶ
病
院
に
対
し
て
御
礼

申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
新
た
に
事
務

所
を
受
け
人
れ
て
く
だ
さ
る
聖
心
布
教

会
に
対
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
新
事
務
所
の
オ
ー
プ
ン
に
合
わ

せ
て
第
二
川
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
・
コ
ン
サ

ー
ト
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
事
務
所
は
地
下
鉄
「
市
役
所
」
下

車
五
分
、
大
津
橋
交
差
点
脇
。



（４）

今
第
二
回
理
事
会
報
告
今

一
九
八
五
年
一
〇
月
一
六
日
、
午
前

一
〇
時
～
こ
一
時
。
聖
霊
病
院
会
議
室

に
て
。
出
席
者
・
理
事
一
四
名
中
九
名
、

事
務
局
三
名
。

事
務
局
及
び
三
委
員
会
（
運
営
、
財

務
、
訓
練
）
の
活
動
報
告
が
お
こ
な
わ

れ
た
後
、
協
議
に
移
り
左
記
四
議
題
が

承
認
、
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

日
理
事
の
変
更
の
件
。

小
嶋
清
一
郎
理
事
‘
（
東
海
銀
行
取
締

役
）
が
東
京
へ
転
勤
と
な
り
、
代
っ
て

加
藤
隆
世
氏
（
東
海
銀
行
取
締
役
）
が

理
事
ど
な
ら
れ
ま
し
た
。

肖
監
査
担
当
理
事
の
件
。

理
事
会
に
監
査
役
を
置
く
必
要
が
指

摘
さ
れ
、
当
面
は
監
査
役
を
新
た
に
置

く
こ
と
は
せ
ず
、
理
事
の
中
か
ら
監
査

担
当
理
事
を
選
出
す
る
こ
と
に
な
り
、

加
藤
隆
世
理
事
ど
内
河
恵
一
理
事
を
互

選
で
選
出
し
ま
し
た
。
・

凶
事
務
所
移
転
の
件
。

別
記
報
告
の
よ
う
な
経
過
が
報
告
さ

れ
、
六
「
み
こ
こ
ろ
セ
ン
タ
ー
」
の
四
階

に
来
岸
五
月
移
転
す
る
こ
と
を
決
定
し

ま
し
だ
。
レ
レ

四
事
務
局
人
事
の
件
。

１
　　　　　　　　　Ｂ
　　　　　　ＲＤＩＩ担当の十”一事補佐と

し
で
二
名
の
臨
峯
職
責
政
策
Ｉ
を
承
認

し
ま
し
た
。
（
来
年
三
月
ま
で
）

◆

い

り

な

か

だ

よ

り

◆

８
月
１
日
７
月
末
よ
り
８
月
に
か
け
て
１
９
日
第
一
回
運
営
委
員
会
。
２
０
日
第
一

事
務
局
も
夏
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
移
り
、
回
財
務
委
員
会
。
２
４
日
今
年
度
二
期
生

キ
ャ
ン
プ
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
夏
の
休
相
談
員
養
成
講
座
開
始
（
於
名
古
屋
中

暇
で
長
期
に
い
な
い
顔
ぶ
れ
も
出
て
く

る
。
夏
の
た
め
の
調
整
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
。

７
日
中
日
新
聞
社
会
事
業
団
へ
訪
問
、

１
６
日
統
計
資
料
作
成
の
集
り
。

２
０
日
拡
大
訓
練
委
員
会
。

９
月
１
日
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
早
天
祈
祷
会
で
ア

ピ
ー
ル
、
３
日
財
務
委
員
会
の
た
め
の

打
合
せ
（
木
本
氏
）
。
一
期
二
次
生
相
談

電
話
研
修
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（

於
名
古
屋
中
央
教
会
）
一
次
生
は
７
月
、

８
月
と
５
０
余
名
で
頑
張
っ
て
き
て
、
大

変
で
し
た
。
あ
と
４
０
名
余
の
方
が
か
か

わ
る
の
も
来
週
か
ら
と
先
の
見
通
し
が

つ
い
て
ホ
ッ
と
一
息
。
４
日
、
５
日
機

関
紙
陥
３
が
発
行
さ
れ
、
発
送
作
業
等

に
と
り
か
か
る
。
６
日
訓
練
委
員
会
（

二
期
生
養
成
講
座
へ
の
準
備
が
さ
れ
る
）

９
日
Ｆ
Ｍ
愛
知
で
い
の
ち
の
電
話
の
ア

ピ
ー
ル
。
１
２
日
名
古
屋
英
語
ア
カ
デ
゛
ｘ
’

Ｉ
は
い
よ
い
よ
建
物
取
り
こ
わ
し
が
決

定
。
設
計
士
の
方
と
事
務
所
の
機
能
に

つ
い
て
打
合
せ
。
運
営
委
員
会
の
た
め

’
の
打
合
せ
（
塚
田
氏
）
１
７
日
統
計
資
料

作
成
の
集
り
。
１
８
日
訓
練
委
員
会
。

央
教
会
）
２
７
日
中
日
新
聞
社
取
材
。

会
」
参
加
者
二
九
〇
名
。
テ
ー
マ
「
聴
く

聞
く
、
き
く
」
く
わ
し
く
は
本
文
で
。
９

日
東
京
い
の
ち
の
電
話
見
学
（
佐
藤
）

横
浜
い
の
ち
の
電
話
見
学
（
中
野
）

１
３
日
ス
ー
パ
ー
ヴ
ァ
イ
ザ
ー
意
見
交
換

１
０
月
１
日
中
日
新
聞
社
よ
り
パ
ソ
コ
ン
会
、
貴
Ｉ
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
ろ
い
ろ

贈
呈
、
２
日
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
打
ち
合
と
得
る
。
１
８
日
運
営
委
員
会
。
２
０
日
統

せ
、
４
日
宣
伝
用
パ
ネ
ル
の
写
真
撮
影
。
計
資
料
に
つ
い
て
近
畿
地
区
打
合
せ
会

記
録
整
理
部
の
集
り
。
８
日
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
（
京
京
都
へ
４
人
出
張
）
２
１
日
共
同
募

ワ
イ
ズ
メ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で
ア
ピ
ー
ル
、
金
会
へ
資
料
提
出
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
新

１
４
日
運
営
委
員
会
、
１
６
日
理
事
会
（
第
聞
部
の
集
り
。
２
２
日
西
区
ロ
ー
タ
リ
ー

ニ
回
）
１
９
日
関
西
ブ
ロ
ッ
ク
事
務
局
会
ク
ラ
ブ
ヘ
打
ち
合
せ
。
２
５
日
電
話
担
当

議
（
於
関
西
い
の
ち
の
電
話
）
２
１
日
全
編
成
部
（
１
２
月
担
当
表
作
成
）
、
２
７
日
Ｎ

国
研
修
会
出
席
者
打
ち
合
せ
会
、
名
古
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
で
ア
ピ
ー
ル
。

屋
か
ら
は
じ
め
て
の
出
席
の
た
め
、
親
（
佐
藤
）

睦
会
の
出
し
も
の
な
ど
四
苦
ハ
苦
し
て
◇
◇
◇
◇

考
え
る
。
継
統
訓
練
グ
ル
ー
プ
（
１
０
グ
事
務
局
人
事

ル
ー
プ
）
の
ス
タ
ッ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
。
青
木
明
子
さ
ん
、
訓
練
担
当
主
事
補

２
３
日
電
話
担
当
編
成
部
の
集
り
。
財
務
委
佐
。
十
一
月
か
ら
五
ヶ
月
間
、
忙
し
い

員
会
（
募
金
で
な
り
た
っ
て
い
る
「
い
の
事
務
局
を
手
伝
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ち
の
電
話
」
、
ど
の
よ
う
に
財
政
の
確
立
今
ま
で
は
幼
稚
園
の
保
母
さ
ん
で
し
た

を
し
て
い
く
か
話
題
に
な
る
）

２
８
日
電
話
担
当
編
成
部
、
担
当
表
作
成

に
つ
い
て
新
し
い
試
み
を
し
て
み
る
。

訓
練
委
員
会
。
３
１
日
Ｎ
Ｔ
Ｔ
へ
電
話
器

機
の
こ
と
で
訪
問
。

１
１
月
７
日
Ｎ
Ｍ
日
日
本
い
の
ち
の
電
話

連
盟
主
催
全
国
研
修
会
「
み
ち
の
く
大

「



募 金 報 告（１９８５年８月１日～１９８５年１０月３１日） （敬称略）

賛助会員Ａ
渋 谷 史 郎 小 川 義 雄 名 古 屋 Ｙ Ｍ Ｃ Ａ 木 島 正 司 島 田 麗 子 戸 田 安 士 川 津 錦 子
笠 井 康 助 安 田 元 輔 ・ ミ チ 子 土 肥 美 枝 子 青 木 恵 子 雪 の 聖 母 幼 稚 園 飯 尾 て る
伊 藤 と き 子 水 野 由 吉 細 井 卓 牧 岡 恒 夫 伊 左 治 正 文 鳥 居 寛 （ カ ト リ ッ ク 医 師 会 ）
内 河 恵 一 藤 吉 康 司 宮 木 邦 蔵 畑 中 孝 カ ト リ ッ ク 弥 富 教 会 森 茂 也 明 比 輝 代 彦
芝 原 慶 次 芝 原 ゆ か り 塚 田 道 生 カ ト リ ッ ク 蟹 江 教 会 福 田 昌 男 豊 田 英 二 豊 田 寿 子
聖 母 カ テ キス タ 会 豊 田 園 子 豊 田 幹 司 郎 豊 田 周 平

賛助会員Ｂ
佐藤あさ子
福島シズ
岸 正 倫
河野登喜子

賛助会員Ｃ
山村博偉
山田すゑ
中根瑞枝
湯田豊子
伊藤洋子
由井哲夫

寄付者（個人）
真木芳子
楠 忠 雄 ③
川端良見
高橋郁子
今井士郎
浅 野 稔

山田章恵
成田良子
今井文子
安藤知津子

山田真理
松下暁子
榊原悦子
小室美奈子
平松光栄
浦野美里

高橋一美
梶 原 寿
今泉絢子
児玉篤尚
伊藤方仁
八代ふゆ子

水谷秀器
梅林しのぶ
松井くら
白井泰子

野村葉子
鳥居平和
水野静子
塚本
加藤

泉
晃

内川正邦③
近藤はつゑ
伊藤禎子
五藤薫子
石田夏江
西渾信正

村瀬文雄
比嘉ウタ
田 内 昭
宇佐美夏子

今岡小百合
鈴木国弘
望月武雄
佐尾三保子
南 喜 輝

石黒豊重②
前園弘子
足立克己
坂野延子
古谷恵子
谷田沢典子

合計４３口 ４３０，０００円

柴 川 久 仁 子 前 田 栄 子 中 野 悦 美
佐 藤 一 夫 服 部 富 美 深 尾 松 男
水 沢 み ち 子 石 垣 弘 子 岳 野 フ サ 江
佐 々 木 敏 須 藤 よ し 子 斉 藤 延 枝

合計２８０１４０，０００円

田中テル枝
中嶋啓夫
武嶋恵子
中井文子
中野公子

素来万里子
佐藤辰一
矢野揚子
机山達雄
渡辺邦俊

舟橋鉱一
河田いさを
若山直子
吉田誠子
田中あさ子

合計３８０１１４，０００円

植 田 勇 二 吉 村 直 子 村 瀬 文 男
中 川 幸 子 武 保 輝 彦 ② 大 橋 京
志方田鶴子千波冨美子足立国子
水 山 進 吾 奥 村 芳 子 戸 田 安 士
日比野かづを岩田邦子伊藤克彦

合計４５０４２７、１００円
寄付者（団体）
雪 の 聖 母 幼 稚 園 苗 代 ボ ラ ン テ ィ ア 岐 阜 カ ト リ ッ ク 教 会 壮 年 会
Ｙ Ｍ Ｃ Ａ 名 古 屋 ワ イ ズ メ ン ズ ク ラ プ 富 山 幼 き 聖 マ リ ア 修 道 院
カ ト リ ッ ク 鳴 海 教 会 日 本 基 督 教 団 枇 杷 島 教 会 聖 マ リ ア の 無 原 罪 修 道 会
マリア館ボランティア有志一同

合計９０９８、０００円

（募金報告に誤り、報告もれがありましたら、誠に申しわけありませんが、事務局へお知
らせください。）

や


